
 49 

４．再生整備方針の実現に向けた検討 

前述の諸活動を起こさせる空間活用（ソフト）と施設整備（ハード）を検討

するため、第２回ワークショップで大町地区をよりよくするためのまちのイメ

ージとそれを実現するためのアイディアを出した（図Ⅱ-4-1）。 

その結果を参考に、第３回ワーキングでは空間活用（ソフト）と連動した施

設整備等（ハード）の整備方針をまとめた（図Ⅱ-4-2）。 

 

図 Ⅱ-4-1 第２回ワークショップでの意見のまとめ 
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 住む人が増えれば、訪ねてくる親族が増え、それが大町地区
への来訪者として大館で観光してくれるのでは… 
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図 Ⅱ-4-2 第３回ワーキングでの大町地区とその周辺の特徴と整備方針のまとめ 
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・ 再開発事業再開発事業再開発事業再開発事業…市営住宅の建て替え、分譲住宅の販売、スーパー等の店舗、福祉施設
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